
大学及び生協における Facebookページの情報と 
その訴求効果について 

 
宮重舞子	 

Email: u1213001@kinjo-u.ac.jp 
 

金城学院大学大学院文学研究科社会学専攻	 博士課程前期	 	 
	 

	 

◎Key Words	 SNS，広報，Facebook ページ	 
 

1. はじめに 
	 近年、FacebookなどのSNSが日本で流行し始め、個
人のみならず、日本の企業が宣伝や集客のために SNS
を利用することも多くなってきた。日本の教育機関も

SNS を利用して学校紹介や授業内容の紹介などを行い、
世間に幅広く情報発信している。金城学院大学(注1)国際

情報学部国際情報学科も2012年夏にFacebookページを
開設し、学部学科紹介やゼミ紹介、オープンキャンパ

ス当日にその日のイベント情報を発信するなど、学部

の「今」をリアルタイムに発信している。今回の発表

では、(1)学部生のときにオープンキャンパスのスタッ
フを経験して得たこと(2)金城学院大学国際情報学部の
Facebook ページを開設したきっかけ(3)発信内容の考察
ならびに、Facebook ページのインサイトの分析を行い、
どのような効果が得られたかなどを報告する。 
	 さらに、金城学院大学生協では、2013年度から SNS
を情報発信媒体として積極的に活用していく方針を打

ち出したため、こちらの活動についても紹介を行う。 
 
2. 金城学院大学の情報発信 
	 現在、金城学院大学の主な情報発信媒体には、次の

3 つがある。１つ目は、大学案内パンフレット、２つ
目は、公式ホームページ、3 つ目は、広告である。上
記 3つの発信内容は、大学のコンセプトや OG紹介、
就職実績、学部学科紹介など代表的な情報が掲載され

ている(表 1)。そして、この上記3つ以外に金城学院大
学の情報を発信しているのがオープンキャンパスであ

る。 
	 オープンキャンパスでは、各学部学科の特徴やゼミ

活動を伝えたり、その学部学科の特徴を体験できるコ

ーナーを企画したりするなど、年5回程度実施してい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る。 
	 このように、金城学院大学の情報を発信する媒体や

機会はたくさんあるが、実際のところ大学案内パンフ

レットや公式ホームページでは伝えるべき情報が多す

ぎるため、読み手が全ての情報を把握することは難し

い。また、大学案内パンフレットや公式ホームページ

はインタラクティブ性がないため、一方通行の情報発

信である。オープンキャンパスも参加した一日だけで

金城学院大学や各学部学科について知ることは難しい

など諸課題がある。 
	 私が学部生の頃にオープンキャンパススタッフを担

当した際、来場した高校生や保護者から「どのような

講義がありますか？」「下宿をしている友人はいます

か？」などパンフレットやホームページでは詳細に伝

えきれないことを多々聞かれた。その他、「一日では

周りきれないほどの模擬講義や体験コーナー、学部学

科紹介があってどこに行くか困ってしまう。どのよう

な企画があるのかオープンキャンパスの情報をもっと

事前に知りたい」などの意見を得て、情報発信不足を

認識した。 
	 これらのことを受け、現在の情報発信媒体以外に、

即効性があり、インタラクティブ性の高い情報発信媒

体はないかと考え、今回は Facebookを中心とした情報
発信に着目した(注2)。 

 
3. 大学によるSNSを利用した情報発信 
3.1 米国の大学によるSNSを利用した情報発信 

DISCO GLOBAL INSIGHTのレポート(注3)(1)によると、

米国のほぼ全ての大学がFacebookなどのSNSを利用し
ており、卒業生や入学志望者との関係構築、ブランド

イメージの向上を目的に利用していることが明らかに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1	 金城学院大学の主な情報発信媒体 
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なった(2)。また、本研究では、大学が SNS を活用する
際の方法として、ジャーナリズムを研究する Lavrusik
氏(3)の「大学がソーシャルメディアを利用して情報をシ

ェアする10のポイント」を取り上げ紹介する。 
	 本論では、SNSの活用方法を明確にするため、表2 
のように、目的別にグループを分け、整理し直した。 

 
表 2	 大学がソーシャルメディアを利用して情報  
      をシェアする 10のポイント 

 
グループ 内容 

(1) 情報発信 

①情報を収集して共有する 
②学生や教職員の活動を紹介する 
③イベント情報等を提供するための 
プラットフォームとして利用する 
④宣伝するのではなくプロデュース

する 
⑤教員の活動にスポットライトを充

てる 
(2) 発信内容 

 
⑥人と人を繋げる 
⑦学生も情報発信に参加する 

(3) 活用方法 

⑧緊急時の連絡手段として利用する 
⑨Facebook をオフィスアワーで活用
する 
⑩モバイル端末からも繫がりを得ら

れる 
 

 
3.2 日本の大学によるSNSを利用した情報発信 
日本の大学でも近年、SNS を利用した情報発信が盛
んになっている。facenaviの「Facebook大学別ファンラ
ンキング」(4)によると関西学院大学が25,566人の「いい
ね！」数を獲得し、2位の名古屋商科大学の約2倍の「い
いね！」数を獲得している。 
関西学院大学(5)は2010年10月12日にFacebookペー
ジを開設した。関西学院大学は、You Tubeも活用して
おり、「創立 125 周年記念ムービー」は再生回数を 5
万回越えている。関西学院大学の Facebookページ発信
内容は、「キャンパス風景」と題してキャンパス内の

池に住むカルガモの親子の様子を伝えたり、「K.G.ム
ービー」と題して教員のインタビュー動画を掲載した

り、「K.G.ニュース」と題して講演会の様子などを紹
介している。関西学院大学の投稿記事を Lavrusik 氏の
10のポイントに当てはめると、表 3のようになり、表
2 の(1)情報発信の①〜⑤が網羅されていることが分か
る。 

2 位の名古屋商科大学(6)
は、2011 年 2 月 4 日に

Facebookページを開設、「NUCB Students」と題して学
生生活を紹介したり、「NUCB 海外インターンシップ」
と題して海外でのインターンシップの模様を紹介した

りしている。名古屋商科大学の投稿記事を Lavrusik 氏
の10のポイントに当てはめると、表4のようになり、
表 2 の(1)情報発信の①〜⑤が網羅されていることが分
かる。 

 
 

表 3	 Lavrusikの 10のポイントとの対応表 
（関西学院大学） 

 

タイトル 内容 Lavrusik 記事 
日付 

キャンパ

ス風景 

キャンパス内の

池に住むカルガ

モの親子の様子

を伝えている。 

(1)情報発信 
①、④ 

2013. 
06.14 
など 

K.G. 
ムービー 

教員のインタビ

ュー動画を掲載

している。 

(1)情報発信
①、②、⑤ 

2013. 
06.05 
など 

K.G. 
ニュース 

講演会の様子な

どを紹介してい

る。 

(1)情報発信
①、③ 

2013. 
05.29 
など 

 
 
表 4	  Lavrusikの 10のポイントとの対応表 

（名古屋商科大学） 
 

タイトル 内容 Lavrusik 記事 
日付 

NUCB 
Students 

学生生活など

を紹介してい

る。 

(1)情報発信 
①、②、④ 

2013. 
05.28 
など 

NUCB 
海外 

インター

ンシップ 

海外でのイン

ターンシップ

の模様を紹介

している。 

(1)情報発信 
①、②、④ 

2013. 
05.24 
など 

NUCB 
Movie 

教員のインタ

ビュー動画を

掲 載 し て い

る。 

(1)情報発信
①、②、⑤ 

2013. 
06.05 
など 

NUCB 
オープン 
キャンパス 

オープンキャ

ンパスの情報

を紹介してい

る。 

(1) 情報発信 
①、③、④ 

2013. 
06.06 
など 

 
本学国際情報学部においても、Lavrusikの 10のポイ
ントや日本の大学による SNSを利用した情報発信を参
考に2012年5月Facebookページを開設した。	 	  
 
4. 金城学院大学国際情報学部国際情報学科

Facebookページ 
4.1 本学国際情報学部Facebookページ発信内容 
本学国際情報学部のFacebookページは、2012年5月

29日に開設した。筆者は、本学国際情報学部のFacebook
ページの記事投稿を行っており、2章で述べた通り、大
学案内パンフレットや公式ホームページなどでは伝え

ることのできない情報を中心にして発信している。 
例えば、「Labo NEWS」と題したゼミ活動を紹介す
る記事では、ゼミで行った映画撮影などの模様を伝え

たり、「Student Activities」と題した本学部の学生の活
動を紹介する記事では、本学生協学生委員会で活動す
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る学生の紹介を行ったりしている。その他、オープン

キャンパスの当日やキャンパス風景などを紹介したり

している。本学国際情報学部の投稿記事を Lavrusik 氏
の10のポイントに当てはめると、表5のようになり、
表 2 の(1)情報発信のポイントを意識した内容で発信し
ている。そして、本学国際情報学部の Facebookページ
は、学生が記事の投稿を行っていることから表2の「(2)
発信内容 ⑦学生も情報発信に参加する」も取り入れて
いる。 
 

表 5	  Lavrusikの 10のポイントとの対応 
（金城学院大学国際情報学部） 

 

タイトル 内容 Lavrusik 記事 
日付 

Labo NEWS 
ゼミ活動を紹

介している。 
(1)情報発信 
①、④ 

2013. 
04.17 
など 

Student 
Activities 

本学学生の活

動紹介などを

行っている。 

(1)情報発信
①、②、④ 

2013. 
06.07 
など 

オープン 
キャンパス情報

（オープン 
キャンパス当日

の紹介） 

オープンキャ

ンパスの告知

やイベント内

容、当日の風

景を紹介して

いる。 

(1)情報発信
①、③、④ 

2012. 
08.24 
など 

キャンパス

風景 

キャンパス内

の風景を紹介

している。 

(1)情報発信
①、④ 

2013. 
05.14 
など 

 
前述の通り、筆者は、記事投稿を行っており、

Facebook ページに掲載する際に最も工夫していること
は、「写真を掲載する」ことである。理由は、文章だ

けでは伝えきれない部分があると考えるからである。

たとえば、学生が楽しんでゼミ活動を行う姿や真剣な

眼差しで講義を受ける姿などである。実際、学生の学

ぶ姿や楽しむ姿を掲載すると閲覧数がとても高くなり、

読み手が学生の学ぶ姿などを知りたいと考えているこ

とが分かる。もちろん、掲載する際は、学生に掲載許

可を取っている。その他、普段は立ち入ることのでき

ない場所から撮影したキャンパス風景や真夏の青空と

木々の緑が綺麗なキャンパス風景の写真を掲載した際

も好評であった。 
 
4.2  本学国際情報学部 Facebook ページのインサ

イトの考察 
2013年 6月現在、金城学院大学国際情報学部国際情
報学科の Facebookページのインサイトは以下のような
状況である。「いいね！」数は 102 で、インサイトを
見ると 18歳から 24歳までの女性が 68%と最も高い割
合を占めている（図 1）。各掲載記事に着目すると「キ
ャンパス風景」などキャンパスの景色を掲載するより

も「Labo NEWS」や「Student Activities」などゼミ活動
や学生紹介などを掲載すると閲覧数がかなり高くなる

ことが分かった(図2)。 

閲覧数が高くなる理由として考えられることは、大

学を受験する高校生や保護者が実際の学生の生活を知

りたいと思っていたり、在学生も友人や先輩、後輩が

どのようなゼミ活動、学生生活を送っているのか、在

籍する学部がどのような活動を行っているのか、情報

を知りたいと思っているのではないかと考えている。

また、これらの記事を学生自信が書いていることも閲

覧数が高い理由ではないかと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1	 金城学院大学国際情報学部国際情報学科

Facebookページ	 いいね！数の性別・年齢別データ 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
	  
 
 
図 2	 金城学院大学国際情報学部国際情報学科 

Facebookページ	 投稿記事の閲覧数 
 
5. 金城学院大学生協学生委員会 
5.1 金城学院大学生協学生委員会の構成 
	 現在、金城学院大学生協学生委員会は、表 6 に述べ
るように 2 つの目的から、「金城学院大学生協学生委
員会 Lillium(以下、”Lillium”と表記する)」と「金城学院
大学生協の新店舗を考える学生委員会 creatio-クレアチ
オ(以下、”creatio”と表記する)」の 2 種類のグループが
活動を行っている。 

Lillium は、本学生協の商品陳列を考えたり、販売す
る商品の選定をしたり、POP 作りなどを行っているグ
ループである。creatio は、2014 年度完成予定の本学新
校舎に移転する本学生協新店舗の構想に携わっており、

他大学生協の店舗分析や本学の現在の店舗の改善点な

どを分析しているグループである。 
Lilliumとcereatioは、活動内容や発信したい情報が異
なるため、グループが別々に Facebookページを開設し
て情報発信を行っている。今回は、この 2 種類の
Facebook ページを管理している二人の学生にインタビ
ューを行ったので紹介する。 
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5.2	 本学生協の2種類のFacebookページ 
	 Lilliumは、2013年3月6日にFacebookページを開 
設した（

7）。開設した目的は、「私が、大学に入学をし

た頃、生協の営業時間などが分からず、閉店している

ときに生協へ行くことが多かった。だから、金城学院

大学生協組合員が携帯電話やスマートフォンを利用し

て今よりも手軽に金城学院大学生協からの情報を受け

取って欲しいと思った。そして、Lilliumの活動があま 
り知られていないことも分かり、情報発信不足を感じ

ていたから」と、Lillium Facebookページ管理者の田代
恵理氏（本学国際情報学部 2 年）は言う。Lillium 
Facebookページ開設後は、6名のLilliumのメンバーが
担当者となり、情報発信を行っている。発信内容は、

Lillium の活動内容や本学生協の営業時間、おすすめ商
品、本学生協が主催するイベントなどである。

Facebook ページに掲載する内容について田代氏は、
「読み手になる組合員は学生の割合が圧倒的に多いた

め、テスト期間中にはおすすめのチョコ商品を紹介す

るなど、学生が喜ぶ内容にするよう工夫を行ってい

る」と、語った。 
	 creatioは、2013年 3月 26日に Facebookページを開
設した（

8）。開設した目的は、「creatioは、金城学院大
学生協新店舗を作るための委員会で、活動期間は 1 年
間です。そのため、creatio が活動をした記録を残した
かった。そして、creatio活動記録を Facebookページ上
に残すことによって、全国の大学生協学生委員や職員

が新店舗を作る際に参考にしてもらいたいから」と、

creatio Facebook ページ管理者の藤井千明氏（本学大学
院 2年）は言う。現在、creatioの Facebookページ担当
者は、インタビューを行った藤井氏一人だけであるが、

これから担当者の人数を増やし、掲載する情報のテー

マごとに担当者を決めて発信したいとも語っていた。

発信内容は、creatio の活動内容や新店舗の工事の様子
を伝えている(図 4)。 
 
5.3	 Lillium Facebookページと creatio Facebook 
	 	  ページの今後 
	 本学生協学生委員会が情報発信している 2 種類の
Facebook ページは、開設からあまり月日が経っておら
ず、”Lillium”は 27いいね！、”creatio”は 15いいね！と
まだまだこれから発展して行く段階である。今後は本

学生協の店舗内に Facebookページ開設を知らせるポス
ターを貼ったり、7月に本学生協で行われる七夕抽選 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会などでFacebookページ開設を告知して認知度を上げ 
る予定である。そして、他大学生協学生委員や職員に 
は東海地域にある大学生協全体を繋げる「東海ブロッ

クニュース」を活用して宣伝してく予定である。 
 
6. おわりに 
今回は、筆者がFacebookページの運営に関わっている 
本学国際情報学部の Facebookページについての報告と
本学生協学生委員会の 2種類のFacebookページについ
て紹介を行った。 
	 本学国際情報学部の Facebookページは、学生がゼミ
活動を行う姿などを写真で掲載し、学生目線で投稿す

るよう心がけている。しかし、閲覧数が 500 人以上を
記録した記事もあるが、いいね！数が 102 いいね！と
なっている。今後は、いいね！数を閲覧数と同様にで

きるよう課題に取り組みたいと考える。これに加えて、

「キャンパス風景」などの記事よりも「Labo NEWS」
や「Student Activities」などの記事のほうが閲覧数が高
くなる理由も分析したいと考える。 

 
注釈 
(注 1)金城学院大学は、名古屋市守山区にある私立の女子大である。学部は、

文学部、生活環境学部、国際情報学部、人間科学部、薬学部からなり、

学生数は約5,500人である。 
(注2)安達（2012）がFacebookは機能拡張性やインフラの点から、大学レベ

ルで最も利用の可能性が高いSNSと言っている。 
(注3)DISCO GLOBAL INSIGHTは、海外（主にアメリカ）の教育機関の広

報・マーケティング活動等の動向を紹介する機関である。 
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